
ローテーション道徳 
 

ローテーション道徳は、一人の教師が一つの題材を用いて２つのクラスで授業をすることで教師の指導力向上を

ねらいとしています。各学期に 1回ずつ行い、授業の様子を学年だよりで保護者に伝えていきます。 

 

～ ローテーション道徳の流れ ～ 

 

【教師 A】 

①題材を決め、指導案を作成する。 

②指導案をもとに、学年内で授業内容を検討する。 

③１回目の授業を行う。 

④授業後、学年で授業検討会をし、改善点を話し合う。 

⑤２回目の授業を行う。 

⑥授業後、学年で授業検討会をし、改善点を話し合う。 

⑦指導案や掲示物、ワークシートなどを学年で保管する。 

 

【教師 B】 

①教師 Aとともに授業について検討する。 

②2回の授業を参観し、学年で検討する。 

③授業の様子を学年だよりにて保護者に伝える。 

 

☆ 教師 Aと Bの立場をローテーション（入れ替え）て別の

教材で実施する。 

 


